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中国における日本旅行事情

１．はじめに

 中国の大型連休には春節（旧正月）、国慶節（建国記念日）があります。家族や親戚との

時間を大切にする中国人は、春節に故郷へ帰省する傾向が強いため、インバウンド業界に

とって最大の繁盛期は国慶節になります。

中国の大手ネット旅行サイト「携程（シートリップ）」によると、2019 年の国慶節では休

暇期間中に約 8 億人の中国人が旅行し、海外旅行をした人は約 700 万人となり、人気旅行

先ランキングでは日本がタイを抜いてトップに立ちました。このように中国人の海外旅行

者数は年々増加しており、2018 年の年間海外旅行者数は約 1.5 億人とされています。

２．ビザ取得の必要性

 様々な国へ観光ビザ無しで行ける日本人と異なり、中国人が日本へ旅行する際には観光

ビザを取得する必要があります。一般的に旅行会社を通じたツアーで日本を訪れる際には

団体観光ビザ、個人で訪れる際には個人観光ビザの取得が必要です。個人観光ビザについ

ては、申請書類にゴールドカード以上の国際クレジットカード、年収確認資料、資産形成

確認資料（不動産証明等）などの「経済力が確認できる書類」が求められ、一般国民にと

ってはハードルが高いものとなっています。そのため、日本への旅行は旅行会社を通じた

団体旅行が一般的です。 

中国人の観光ビザ取得の手続きについて、2019 年の 7 月に外務省より新たな発表があり

ました。内容は、2020 年 4 月からオンライン申請、電子ビザを導入するというものです。

従来、日本大使館など窓口への書類提出が必要でしたが、手続きが簡素化されます。また、

中国人の観光ビザ取得については、安倍政権によって順次緩和政策が進められており、2019
年１月にも訪日リピーターや学生などの観光ビザ取得要件を緩和したことがインバウンド

効果の追い風になっています。今後、益々手続きの簡素化や取得要件の緩和により、中国

人が海外旅行先に日本を選択する機会も増加することが予想されるため、更なる訪日観光

客の増加が期待されます。

2020 年 1月 

【青島支店】
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３．日本での人気旅行地と目的

 中国から日本への旅行は依然として人気があり、日本政府観光局（JNTO）の統計による

と、2018 年に来日した外国人旅行者は、国別で見ると中国が最も多く約 838 万人に達して

います。中国人が訪れたい国では 2017 年、2018 年に日本が第 1 位となり、中国人の日本

へ対する関心の高さが伺えます。実際、青島支店においても、ほとんどの中国人行員が日

本への旅行経験があります。「なぜ家族旅行に日本を選んだのか。」と尋ねると、「日本語が

わからなくても漢字でなんとか分かるし、インターネットで色々情報が出ているから調べ

やすい。」また、「航空機チケットがどんどん安くなっているから。」という答えが返ってき

ました。

    出典：日本政府観光局発表のデータを基に著者が作成

日本での旅行先で最も多いのは大阪、次に東京、京都と続いています。青島市内の旅行

会社でも聞いてみたところ、やはり 1 番人気は大阪や東京との回答でした。中国人は旅行

に限らず食事や日々の生活でも微信（ウィーチャット）ですぐ発信し、アピールする傾向

にあるため、まずは有名な場所や自慢できる場所を選択します。そのため、一般的には初

めての日本旅行で選択する場所は大阪や東京などの大都市、次に、中国国内のテレビドラ

マでも有名になった北海道などを選択します。その他の地方を訪れる中国人旅行者は都市

部へは既に旅行経験があり、新たなニーズを求めている人たちが多いそうです。

実際に、青島市内の旅行会社にはこれまでに無かった宮崎県や新潟県、岐阜県など地方

の旅行パンフレットが設置されており、リピーターが着実に増加していることが伺えまし

た。本屋においても、日本旅行コーナーには広い陳列があり、大阪や東京だけではなく、

様々な場所の旅行ガイドブックが売られています。
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撮影：著者（左図：青島市内の旅行会社備え付けのパンフレット、右図：青島市内の本屋

における日本旅行コーナー）

訪日目的で上位を占めるのは、やはり「買い物」や「食事」、「テーマパーク等の娯楽施

設」です。しかし、近年の調査では「桜鑑賞」「温泉」などの日本文化の体験や「アニメや

映画の舞台となった場所を訪れる」と言った聖地巡礼も人気となっており、物を買うだけ

ではなく、「体験型消費」を目的とする中国人も増加しているとニュース等で取り上げられ

ることも増えてきました。これは、以前の爆買いが落ち着き、越境 EC などの新たなスキー

ムで簡単に日本の商品が買えるようになったことも影響していると考えられます。私達駐

在員も、日本より少し高いお金を払えば、日本で使用していた商品を中国でも手に入れる

ことが出来るようになって来ています。

一方、「体験型消費」は、内容が多岐に渡るため地方都市にとってもチャンスがある消費

です。豊かな自然や文化資源を持つ地方都市にとっては最大のチャンスであり、今後、日

本旅行の新たなトレンドとなる可能性を秘めているのではないでしょうか。

中国人観光客の訪日目的

  出典：ジェトロ「中国の消費者の日本製品等意識調査」
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４． アリペイ「ツアーパス」の運用開始について

 少し話は変わりますが、中国での決済事情について、私達日本人にとって有益な情報が

発表されたので掲載させていただきます。

中国ではモバイル決済が浸透しており、アリババの「支付宝（アリペイ）」とテンセント

の「微信支付（ウィーチャットペイ）」が主流となっています。私自身も、買い物や飲食店、

公共交通機関の支払いでは主にモバイル決済を利用しており、現金を用いる機会がほとん

どありません。コンビニで水を購入することでさえ現金支払いが敬遠されるなど、モバイ

ル決済が標準化しているため、海外旅行者や出張者が中国を訪れる際には不便と感じる場

面が多々あると考えられます。実際、今年の 11 月に青島で開催された山口県と山東省の経

済貿易商談会においても、山口県側の参加者からは「コンビニで飲み物を買うために現金

を出したら嫌な顔をされた。」「お釣りの現金がないと言われた。」などの話も出ていました。

その様な状況の中でアリペイは、海外旅行者向けの新たなモバイル決済サービスとして

「ツアーパス」の運用を 2019 年 11 月より開始しました。従来、アリペイでのモバイル決

済を利用するには中国の電話番号と銀行口座が必要とされ、海外旅行者には困難なものと

なっていました。しかし、「ツアーパス」の利用は、①携帯電話番号（日本のものでも可）

②パスポート③クレジットカードの情報により利用出来るため、ハードルが低いものとな

っています。実際、私自身も「ツアーパス」の登録をしてみましたが、数分で登録は完了

しました。大まかな登録の流れについても以下に掲載させて頂きますので、中国への旅行、

出張をご検討されている方は是非試してみてはいかがでしょうか。

①アリペイアプリをダウンロード ②電話番号、国を登録 ③SMS認証、位置情報の確認

④Tour Passを検索 ⑤Tour Passを選択 ⑥チャージする金額を選択

⑦必須事項を入力 ⑧顔写真のアップロード、クレジットカード情報入力後、チャージ完了！！
（パスポート、クレジットカード情報等） ※⑦の図では1,000元となっていますが、最終的に100元をチャージしています。

アリ ペイ 「 ツアーパス」 登録の流れ

まずは、登録してみましょう！！

◆注意事項として、実際に利用する際には6
桁の支払いパスワードを設定すること、日本
での利用は出来ないこと、チャージ完了後
90日を経過すると返金されること等が挙げ
られます。

著者のスマートフォン画面を基に著者が作成
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５．おわりに

2020 年は東京オリンピック、2025 年は大阪万博が開催されることから、今後も中国人訪

日客が増加していくことが期待されます。また、訪日リピーターの増加は地方にとっても

大きなビジネスチャンスとなります。今後、山口県の経済を活性化させるためにも、中国

人訪日客の誘致は重要テーマの一つと言えるのではないでしょうか。

山口銀行青島支店では、海外ビジネス支援のための情報提供、ビジネスマッチング等を

実施しています。是非、お気軽にお問合せ下さい。

（山口銀行青島支店 河野 竜治）
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